
R7年度第2回「海洋ごみからビジネスへ」
ワークショップのご案内

本ワークショップでは海洋ごみ問題の解決に「ものづくり技術」を活⽤し、ビジネスに繋げる
アイデア創出を⽬指しています。漁網や牡蠣パイプ等の汚染度の⾼い海洋プラスチックごみ
をリサイクルする⾰新的な技術を紹介するとともに、本技術の県内導⼊の可能性などの意
⾒交換を⾏います。海洋プラスチックリサイクル技術やその技術を⽤いた新事業展開に興味
のある⽅は、是⾮ご参加ください。

参加費無料

定員︓20名程度

廃棄物回収・
リサイクル
関連企業

⽔中ロボット
関連企業 国・⾏政・

社会ビジネス
関連企業⼤学・

研究機関等＜現在＞
市⺠活動

＜将来＞
リサイクル・資源化
（ビジネス化）

※ 内容は変更となることがあります。あらかじめご了承ください。

主催︓⼭⼝県 （地独）⼭⼝県産業技術センター

●会場 ︓ ⼭⼝県産業技術センター（宇部市あすとぴあ四丁⽬１番１号）

「海洋ごみからビジネスへ」ワークショップについて
⼭⼝県産業技術センター オープンイノベーション推進チーム

コーディネータ ⼩野 博昭
「汚染度の⾼い廃プラスチックの⾰新的マテリアルリサイクル技術」

⼀般社団法⼈ピリカ 市川 翔太 ⽒
ごみの回収･調査や再資源化のプロジェクトを全国の⾃治体等と連携して取り組んでいる。現在、
⼭⼝県では海洋プラスチックごみの再資源化の取組が進められているが、リペレットが困難な汚染
度の⾼い漁網や牡蠣パイプの再資源化が課題である。これら汚染度の⾼い廃プラスチックの⾰新
的なリサイクル技術を紹介するとともに、⼭⼝県内への技術導⼊の可能性について提案する。

R8年3⽉11⽇(⽔) 13:30〜15:30（展⽰コーナーは16:00まで）

意⾒交換
展⽰コーナー

プラスチック資源回収･再資源化モデル実証事業関連のパネル、⾰新的リサイクル技術を⽤いて
製造された板材等を展⽰します。


